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(57)【要約】
【課題】本発明は、表示装置及び表示装置の駆動方法に
関し、例えばポリシリコンＴＦＴを用いた有機ＥＬ素子
によるアクティブマトリックス型のディスプレイ装置に
適用して、発光輝度が種々に異なる場合でも、発光素子
を駆動するトランジスタにおける移動度のばらつきを適
切に補正するようにして、移動度のばらつき補正による
シェーディングの発生を有効に回避することができるよ
うにする。
【解決手段】本発明は、中間階調に対応する中間階調電
圧Ｖｏｆｓ２、駆動用のトランジスタをオフ動作させる
固定電圧Ｖｏｆｓ、画素の階調を指示する階調電圧Ｖｓ
ｉｇに順次信号線の信号レベルを切り換えるようにして
、中間階調電圧Ｖｏｆｓ２、階調電圧Ｖｓｉｇに切り換
えた後、一定の時間Ｔ１、Ｔ２だけ経過して書込み用の
トランジスタ（ＷＳ）をオン動作させて移動度のばらつ
きを補正する。
【選択図】　　　　図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　画素をマトリックス状に配置して形成された表示部に対して、水平駆動回路及び垂直駆
動回路により前記表示部の信号線及び走査線に信号線用駆動信号及び書込み信号を出力す
ることにより、前記表示部で所望の画像を表示する表示装置において、
　前記画素は、
　発光素子と、
　信号レベル保持用コンデンサと、
　前記書込み信号によりオン動作して、前記信号レベル保持用コンデンサの端子電圧を前
記信号線の信号レベルに設定する書込み用のトランジスタと、
　前記信号レベル保持用コンデンサの両端にゲート及びソースを接続し、前記信号レベル
保持用コンデンサの端子間電圧に応じて前記発光素子を駆動して発光させる駆動用のトラ
ンジスタとを有し、
　前記水平駆動回路及び垂直駆動回路は、
　前記発光素子の発光を停止させる非発光期間において、前記信号線用駆動信号の信号レ
ベルを、前記発光素子の中間階調に対応する中間階調電圧、前記駆動用のトランジスタを
オフ動作させる固定電圧、前記発光素子を発光させる階調に対応する階調電圧に順次設定
し、
　前記信号線用駆動信号の信号レベルを前記中間階調電圧に設定して一定の時間だけ経過
すると、前記書込み信号により前記書込み用のトランジスタをオン動作させ、前記信号レ
ベル保持用コンデンサの一端の電圧を前記中間階調電圧に設定すると共に、前記駆動用の
トランジスタにより前記信号レベル保持用コンデンサの他端を充電することにより、前記
中間階調電圧により前記駆動用のトランジスタにおける移動度のばらつきを補正し、
　前記信号線用駆動信号の信号レベルを前記階調電圧に設定して一定の時間だけ経過する
と、前記書込み信号により前記書込み用のトランジスタをオン動作させ、前記信号レベル
保持用コンデンサの一端の電圧を前記階調電圧に設定すると共に、前記駆動用のトランジ
スタにより前記信号レベル保持用コンデンサの他端を充電することにより、前記階調電圧
により前記駆動用のトランジスタにおける移動度のばらつきを補正した後、前記書込み用
トランジスタをオフ動作させる
　ことを特徴とする表示装置。
【請求項２】
　前記水平駆動回路及び垂直駆動回路は、
　前記信号線用駆動信号の信号レベルを前記固定電圧に設定した後、前記書込み信号によ
り前記書込み用トランジスタをオフ動作させる
　ことを特徴とする請求項１に記載の表示装置。
【請求項３】
　前記水平駆動回路は、
　前記信号線用駆動信号の信号波形を鈍らせて前記信号線に出力する
　ことを特徴とする請求項１に記載の表示装置。
【請求項４】
　画素をマトリックス状に配置して形成された表示部に対して、水平駆動回路及び垂直駆
動回路により前記表示部の信号線及び走査線に信号線用駆動信号及び書込み信号を出力す
ることにより、前記表示部で所望の画像を表示する表示装置の駆動方法において、
　前記画素は、
　発光素子と、
　信号レベル保持用コンデンサと、
　前記書込み信号によりオン動作して、前記信号レベル保持用コンデンサの端子電圧を前
記信号線の信号レベルに設定する書込み用のトランジスタと、
　前記信号レベル保持用コンデンサの両端にゲート及びソースを接続し、前記信号レベル
保持用コンデンサの端子間電圧に応じて前記発光素子を駆動して発光させる駆動用のトラ
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ンジスタとを有し、
　前記駆動方法は、
　前記発光素子の発光を停止させる非発光期間において、前記信号線用駆動信号の信号レ
ベルを、前記発光素子の中間階調に対応する中間階調電圧、前記駆動用のトランジスタを
オフ動作させる固定電圧、前記発光素子を発光させる階調に対応する階調電圧に順次設定
し、
　前記信号線用駆動信号の信号レベルを前記中間階調電圧に設定して一定の時間だけ経過
すると、前記書込み信号により前記書込み用のトランジスタをオン動作させ、前記信号レ
ベル保持用コンデンサの一端の電圧を前記中間階調電圧に設定すると共に、前記駆動用の
トランジスタにより前記信号レベル保持用コンデンサの他端を充電することにより、前記
中間階調電圧により前記駆動用のトランジスタにおける移動度のばらつきを補正し、
　前記信号線用駆動信号の信号レベルを前記階調電圧に設定して一定の時間だけ経過する
と、前記書込み信号により前記書込み用のトランジスタをオン動作させ、前記信号レベル
保持用コンデンサの一端の電圧を前記階調電圧に設定すると共に、前記駆動用のトランジ
スタにより前記信号レベル保持用コンデンサの他端を充電することにより、前記階調電圧
により前記駆動用のトランジスタにおける移動度のばらつきを補正した後、前記書込み用
トランジスタをオフ動作させる
　ことを特徴とする表示装置の駆動方法。
                                                                                
  
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、表示装置及び表示装置の駆動方法に関し、例えば有機ＥＬ（Electro Lumine
scence）素子によるアクティブマトリックス型の表示装置に適用することができる。本発
明は、中間階調に対応する中間階調電圧、駆動用のトランジスタをオフ動作させる固定電
圧、画素の階調を指示する階調電圧に順次信号線の信号レベルを切り換えるようにして、
中間階調電圧、階調電圧に切り換えた後、一定の時間だけ経過して書込み用のトランジス
タをオン動作させて移動度のばらつきを補正することにより、発光輝度が種々に異なる場
合でも、駆動用のトランジスタにおける移動度のばらつきを適切に補正するようにして、
移動度のばらつき補正によるシェーディングの発生を有効に回避することができるように
する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、有機ＥＬ素子を用いた表示装置に関して、例えばＵＳＰ５，６８４，３６５、特
開平８－２３４６８３号公報等に種々の工夫が提案されている。
【０００３】
　ここで図４は、従来の有機ＥＬ素子を用いたいわゆるアクティブマトリックス型の表示
装置を示すブロック図である。この表示装置１において、表示部２は、マトリックス状に
画素（ＰＸ）３が配置されて形成される。また表示部２は、このマトリックス状に配置し
た画素３に対して、走査線ＳＣＮがライン単位で水平方向に設けられ、走査線ＳＣＮと直
交するように信号線ＳＩＧが列毎に設けられる。
【０００４】
　ここで図５に示すように、各画素３は、電流駆動型の自発光素子である有機ＥＬ素子８
と、この有機ＥＬ素子８を駆動する各画素３の駆動回路（以下、画素回路と呼ぶ）とで形
成される。
【０００５】
　画素３は、信号レベル保持用コンデンサＣ１の一端が一定電位に保持され、書き込み信
号ＷＳによりオンオフ動作するトランジスタＴＲ１を介して、この信号レベル保持用コン
デンサＣ１の他端が信号線ＳＩＧに接続される。これにより画素３は、書き込み信号ＷＳ
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の立ち上がりによってトランジスタＴＲ１がオン動作し、信号レベル保持用コンデンサＣ
１の他端電位が信号線ＳＩＧの信号レベルに設定され、トランジスタＴＲ１がオン状態か
らオフ状態に切り換わるタイミングで、信号線ＳＩＧの信号レベルが信号レベル保持用コ
ンデンサＣ１の他端にサンプルホールドされる。
【０００６】
　画素３は、ソースを電源Ｖｃｃに接続したＰチャンネル型トランジスタＴＲ２のゲート
に、この信号レベル保持用コンデンサＣ１の他端が接続され、このトランジスタＴＲ２の
ドレインが有機ＥＬ素子８のアノードに接続される。ここで画素３は、このトランジスタ
ＴＲ２が常に飽和領域で動作するように設定され、その結果、トランジスタＴＲ２は、次
式で表されるドレインソース電流Ｉｄｓによる定電流回路を構成する。なおここでＶｇｓ
は、トランジスタＴＲ２のゲートソース間電圧であり、μは移動度である。またＷはチャ
ンネル幅、Ｌはチャンネル長、Ｃｏｘは単位面積当りのゲート絶縁膜の容量、Ｖｔｈはト
ランジスタＴＲ２のしきい値電圧である。これにより各画素３は、信号レベル保持用コン
デンサＣ１にサンプルホールドされた信号線ＳＩＧの信号レベルに応じた駆動電流Ｉｄｓ
により有機ＥＬ素子８を駆動する。
【０００７】
【数１】

【０００８】
　表示装置１は、垂直駆動回路４のライトスキャン回路（ＷＳＣＮ）４Ａにより、所定の
サンプリングパルスを順次転送して、各画素３への書き込みを指示するタイミング信号で
ある書き込み信号ＷＳを生成する。また水平駆動回路５の水平セレクタ（ＨＳＥＬ）５Ａ
により、所定のサンプリングパルスを順次転送してタイミング信号を生成し、このタイミ
ング信号を基準にして各信号線ＳＩＧを入力信号Ｓ１の信号レベルに設定する。これによ
り表示装置１は、点順次又は線順次で、表示部２に設けられた信号レベル保持用コンデン
サＣ１の端子電圧を入力信号Ｓ１に応じて設定し、入力信号Ｓ１による画像を表示する。
【０００９】
　ここで有機ＥＬ素子８は、図６に示すように、使用により電流が流れ難くなる方向に電
流電圧特性が経時変化する。なおこの図６において、符号Ｌ１が初期の特性を示し、符号
Ｌ２が経時変化による特性を示すものである。しかしながら図５に示す回路構成によりＰ
チャンネル型トランジスタＴＲ２で有機ＥＬ素子８を駆動する場合には、信号線ＳＩＧの
信号レベルに応じて設定されたゲートソース間電圧ＶｇｓによりトランジスタＴＲ２が有
機ＥＬ素子８を駆動することにより、電流電圧特性の経時変化による各画素の輝度変化を
防止することができる。
【００１０】
　ところで画素回路、水平駆動回路、垂直駆動回路を構成するトランジスタの全てをＮチ
ャンネル型トランジスタで構成すれば、アモルファスシリコンプロセスでこれらの回路を
まとめてガラス基板等の絶縁基板上に作成することができ、表示装置を簡易に作成するこ
とができる。
【００１１】
　しかしながら図５との対比により図７に示すように、トランジスタＴＲ２にＮチャンネ
ル型を適用して各画素１３を形成し、この画素１３による表示部１２で表示装置１１を構
成した場合、トランジスタＴＲ２のソースが有機ＥＬ素子８に接続されることにより、図
６に示す電流電圧特性の変化によって、トランジスタＴＲ２のゲートソース間電圧Ｖｇｓ
が変化することになる。これによりこの場合、使用により有機ＥＬ素子８に流れる電流が
徐々に減少し、有機ＥＬ素子８の発光輝度が徐々に低下することになる。またこの図７に
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示す構成では、トランジスタＴＲ２の特性のばらつきにより画素毎に発光輝度がばらつく
ことになる。なおこの発光輝度のばらつきは、表示画面における均一性を乱し、表示画面
のムラ、ざらつきにより知覚される。
【００１２】
　このためこのような有機ＥＬ素子の経時変化による発光輝度の低下、特性のばらつきに
よる発光輝度のばらつきを防止する工夫として、例えば図８に示すように各画素を構成す
ることが考えられる。
【００１３】
　ここでこの図８に示す表示装置２１において、表示部２２は、画素２３をマトリックス
状に配置して形成される。画素２３は、信号レベル保持用コンデンサＣ１の一端が有機Ｅ
Ｌ素子８のアノードに接続され、書き込み信号ＷＳに応じてオンオフ動作するトランジス
タＴＲ１を介して、この信号レベル保持用コンデンサＣ１の他端が信号線ＳＩＧに接続さ
れる。これにより画素２３は、書き込み信号ＷＳに応じて信号レベル保持用コンデンサＣ
１の他端の電圧が、信号線ＳＩＧの信号レベルに設定される。
【００１４】
　画素２３は、この信号レベル保持用コンデンサＣ１の両端がトランジスタＴＲ２のソー
ス及びゲートに接続され、このトランジスタＴＲ２のドレインが電源供給用の走査線ＳＣ
Ｎに接続される。これにより画素２３は、ゲート電圧が信号線ＳＩＧの信号レベルに設定
されたソースフォロワ回路構成のトランジスタＴＲ２により有機ＥＬ素子８を駆動する。
なおここでＶｃａｔは、有機ＥＬ素子８のカソード電位である。
【００１５】
　表示装置２１は、垂直駆動回路２４のライトスキャン回路（ＷＳＣＮ）２４Ａ、ドライ
ブスキャン回路（ＤＳＣＮ）２４Ｂにより走査線ＳＣＮに書込み信号ＷＳ、電源用の駆動
信号ＤＳを出力し、また水平駆動回路２５の水平セレクタ（ＨＳＥＬ）２５Ａにより信号
線ＳＩＧに駆動信号Ｓｓｉｇを出力し、これにより画素２３の動作を制御する。
【００１６】
　ここで図９は、この画素２３の動作を示すタイムチャートである。画素２３は、有機Ｅ
Ｌ素子８を発光させる期間である発光期間の間、図１０に示すように、書込み信号ＷＳに
よりトランジスタＴＲ１がオフ状態に設定されて、駆動信号ＤＳによりトランジスタＴＲ
２に電源電圧Ｖｃｃが供給される（図９（Ａ）及び（Ｂ））。これにより画素２３は、ト
ランジスタＴＲ２のゲート電圧Ｖｇ及びソース電圧Ｖｓ（図９（Ｄ）及び（Ｅ））が信号
レベル保持用コンデンサＣ１の両端の電圧に保持され、このゲート電圧Ｖｇ及びソース電
圧Ｖｓによる駆動電流Ｉｄｓで有機ＥＬ素子８を駆動する。なおこの駆動電流Ｉｄｓは（
１）式で表される。
【００１７】
　画素２３は、発光期間が終了すると、図１１に示すように、駆動信号ＤＳによりトラン
ジスタＴＲ２のドレイン電圧が所定電圧Ｖｓｓに立ち下げられる。ここでこの電圧Ｖｓｓ
は、有機ＥＬ素子８のしきい値電圧ＶｔｈＥＬに有機ＥＬ素子８のカソード電圧Ｖｃａｔ
を加算した電圧より低い電圧に設定される。これにより画素２３は、駆動用のトランジス
タＴＲ２の駆動信号ＤＳ側がソースとして機能し、有機ＥＬ素子８のアノード電圧（図９
では電圧Ｖｓである）が立ち下がり、有機ＥＬ素子８が発光を停止する。
【００１８】
　このとき画素２３では、図１１において矢印により示すように、信号レベル保持用コン
デンサＣ１の有機ＥＬ素子８側から蓄積電荷が放電し、これにより有機ＥＬ素子８のアノ
ード電圧が立ち下がって電圧Ｖｓｓに設定される。
【００１９】
　続いて画素２３は、図１２に示すように、駆動信号Ｓｓｉｇにより信号線ＳＩＧが所定
電圧Ｖｏｆｓに立ち下げられ、書込み信号ＷＳによりトランジスタＴＲ１がオン状態に切
り換わる（図９（Ａ）及び（Ｃ））。これにより画素２３は、トランジスタＴＲ２のゲー
ト電圧Ｖｇがこの信号線ＳＩＧの電圧Ｖｏｆｓに設定され、トランジスタＴＲ２のゲート
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ソース間電圧Ｖｇｓが、Ｖｏｆｓ－Ｖｓｓに設定される。ここでトランジスタＴＲ２のし
きい値電圧をＶｔｈとすると、電圧Ｖｏｆｓは、このトランジスタＴＲ２のゲートソース
間電圧Ｖｇｓ（Ｖｏｆｓ－Ｖｓｓ）がトランジスタＴＲ２のしきい値電圧Ｖｔｈより大き
くなるように設定される。
【００２０】
　続いて画素２３は、図９において符号Ｔｔｈ１で示す期間の間、トランジスタＴＲ１を
オン状態に保持したままの状態で、図１３に示すように、駆動信号ＤＳによりトランジス
タＴＲ２のドレイン電圧が電源電圧Ｖｃｃに立ち上げられる。これにより画素２３は、信
号レベル保持用コンデンサＣ１の端子間電圧がトランジスタＴＲ２のしきい値電圧より大
きい場合、図１３において矢印により示すように、トランジスタＴＲ２を介して電源Ｖｃ
ｃにより信号レベル保持用コンデンサＣ１の有機ＥＬ素子８側端に充電電流が流れ、この
有機ＥＬ素子８側端の電圧Ｖｓが徐々に上昇する。ここで有機ＥＬ素子８は、ダイオード
と容量Ｃｅｌとの並列回路で等価回路が表される。ここで図１３に示す状態では、トラン
ジスタＴＲ２を介して電源Ｖｃｃにより有機ＥＬ素子８にも電流が流入するが、トランジ
スタＴＲ２のソース電圧の上昇により有機ＥＬ素子８の端子間電圧が有機ＥＬ素子８のし
きい値電圧を越えない限り、有機ＥＬ素子８のリーク電流がトランジスタＴＲ２の電流よ
りかなり小さいことから、有機ＥＬ素子８に流入した電流は、信号レベル保持用コンデン
サＣ１及び有機ＥＬ素子８の容量Ｃｅｌの充電に使用される。従って画素２３は、有機Ｅ
Ｌ素子８が発光することなく、単にトランジスタＴＲ２のソース電圧のみが上昇すること
になる。
【００２１】
　画素２３は、続いて書込み信号ＷＳによりトランジスタＴＲ１がオフ状態に切り換えら
れ、信号線ＳＩＧの信号レベルが隣々接ラインの対応する画素の階調を示す信号レベルＶ
ｓｉｇに設定される。これにより画素２３は、継続してトランジスタＴＲ２を介した電源
Ｖｃｃからの充電電流が信号レベル保持用コンデンサＣ１の有機ＥＬ素子８側端に流入し
、トランジスタＴＲ２のソース電圧Ｖｓが上昇を続ける。またこの場合は、このソース電
圧Ｖｓの電圧上昇に追従してトランジスタＴＲ２のゲート電圧Ｖｇが上昇することになる
。なおこの間における信号線ＳＩＧの信号レベルＶｓｉｇは、隣々接ラインの対応する画
素の階調設定に使用される。
【００２２】
　画素２３は、一定時間の経過後、再び信号線ＳＩＧの信号レベルが電圧Ｖｏｆｓに切り
換えられ、これにより図９において符号Ｔｔｈ２で示す期間の間、信号レベル保持用コン
デンサＣ１の信号線ＳＩＧ側電位を電圧Ｖｏｆｓに保持した状態で、信号レベル保持用コ
ンデンサＣ１の端子間電圧がトランジスタＴＲ２のしきい値電圧より大きい場合、トラン
ジスタＴＲ２を介して電源Ｖｃｃにより信号レベル保持用コンデンサＣ１の有機ＥＬ素子
８側端に充電電流が流れ、トランジスタＴＲ２のソース電圧Ｖｓが徐々に上昇する。これ
により図１４に示すように、トランジスタＴＲ２のゲートソース間電圧Ｖｇｓがトランジ
スタＴＲ２のしきい値電圧Ｖｔｈに近づくように、徐々にトランジスタＴＲ２のソース電
圧Ｖｓが上昇し、トランジスタＴＲ２のゲートソース間電圧ＶｇｓがトランジスタＴＲ２
のしきい値電圧Ｖｔｈになると、トランジスタＴＲ２を介した充電電流の流入が停止する
。
【００２３】
　画素２３は、このトランジスタＴＲ２を介した信号レベル保持用コンデンサＣ１の有機
ＥＬ素子８側端への充電電流の流入処理が、トランジスタＴＲ２のゲートソース間電圧Ｖ
ｇｓがトランジスタＴＲ２のしきい値電圧Ｖｔｈとなるに十分な回数だけ繰り返され（図
９の例では、符号Ｔｔｈ１、Ｔｔｈ２、Ｔｔｈ３で示す３回である）、これにより図１５
に示すようにトランジスタＴＲ２のしきい値電圧Ｖｔｈが信号レベル保持用コンデンサＣ
１にセットされる。なお画素２３は、トランジスタＴＲ２のしきい値電圧Ｖｔｈが信号レ
ベル保持用コンデンサＣ１に設定された状態で、Ｖｅｌ＝Ｖｏｆｓ－Ｖｔｈ≦Ｖｃａｔ＋
Ｖｔｈｅｌとなるように、電圧Ｖｏｆｓ、Ｖｃａｔが設定されており、これにより有機Ｅ
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Ｌ素子８が発光しないように設定される。ここでＶｔｈｅｌは、有機ＥＬ素子８のしきい
値電圧であり、Ｖｅｌは、有機ＥＬ素子８のトランジスタＴＲ２側端の電圧である。
【００２４】
　画素２３は、その後、信号レベル保持用コンデンサＣ１の信号線ＳＩＧ側の電位が、有
機ＥＬ素子８の発光輝度を指示する電圧Ｖｓｉｇに設定されることにより、トランジスタ
ＴＲ２のしきい値電圧Ｖｔｈを打ち消すようにして信号レベル保持用コンデンサＣ１に階
調を示す電圧が設定され、これによりトランジスタＴＲ２のしきい値電圧Ｖｔｈのばらつ
きによる発光輝度のばらつきが防止される。
【００２５】
　すなわち図１６に示すように、画素２３は、期間Ｔｔｈ３の経過後、信号線ＳＩＧの信
号レベルが当該画素２３の発光輝度を示す信号レベルＶｓｉｇに設定され、続いて期間Ｔ
μで示すように、書込み信号ＷＳによりトランジスタＴＲ１がオン状態に設定される。こ
れにより画素２３は、信号レベル保持用コンデンサＣ１の信号線ＳＩＧ側端が信号線ＳＩ
Ｇの信号レベルＶｓｉｇに設定され、信号レベル保持用コンデンサＣ１の端子間電圧によ
るゲートソース間電圧Ｖｇｓに応じた電流がトランジスタＴＲ２を介して電源Ｖｃｃから
有機ＥＬ素子８の信号レベル保持用コンデンサＣ１側端に流入することになり、トランジ
スタＴＲ２のソース電圧Ｖｓが徐々に上昇することになる。また、この時もＶｅｌ≦Ｖｃ
ａｔｈ＋ＶｔｈＥＬとなるようにＶｃａｔｈが設定されており、これにより有機ＥＬ素子
８のリーク電流がトランジスタＴＲ２の電流よりかなり小さいことから、有機ＥＬ素子８
に流入した電流は、信号レベル保持用コンデンサＣ１及び有機ＥＬ素子８の容量Ｃｅｌの
充電に使用される。
【００２６】
　ここでこのトランジスタＴＲ２を介して流入する電流は、トランジスタＴＲ２の移動度
に応じて変化し、これにより図１７に示すように、トランジスタＴＲ２のソース電圧Ｖｓ
は、トランジスタＴＲ２の移動度が大きくなると上昇速度が速くなる。また有機ＥＬ素子
８を駆動するトランジスタＴＲ２の電流にあっても、移動度に応じて増大することになる
。ここでこの種のトランジスタＴＲ２は、ポリシリコンＴＦＴ等であり、しきい値電圧Ｖ
ｔｈ、移動度μのばらつきが大きい欠点がある。
【００２７】
　これにより画素２３は、符号Ｔμにより示す一定期間の間、信号レベル保持用コンデン
サＣ１の信号線ＳＩＧ側電圧を信号線ＳＩＧの信号レベルＶｓｉｇに保持した状態で、ト
ランジスタＴＲ２をオン動作させて信号レベル保持用コンデンサＣ１の有機ＥＬ素子８側
端に充電電流を流入させ、これによりトランジスタＴＲ２の移動度の分だけ、信号レベル
保持用コンデンサＣ１の端子間電圧を低下させ、トランジスタＴＲ２の移動度のばらつき
による発光輝度のばらつきを防止する。
【００２８】
　画素２３は、この一定期間Ｔμが経過すると、書込み信号ＷＳによりトランジスタＴＲ
１がオフ動作し、信号線ＳＩＧの信号レベルＶｓｉｇが信号レベル保持用コンデンサＣ１
にホールドされ、発光期間が開始する。なおこれらのことから信号線ＳＩＧの駆動信号Ｓ
ｓｉｇは、１つの信号線に接続された各画素２３の階調を順次示す信号レベルＶｓｉｇが
固定電圧Ｖｏｆｓを間に挟んで繰り返されることになる。
【００２９】
　しかしながらこの図８に示す構成により、一定の期間Ｔμの間、信号レベル保持用コン
デンサＣ１を信号線ＳＩＧに接続したままの状態でトランジスタＴＲ２により有機ＥＬ素
子８を駆動してトランジスタＴＲ２の移動度のばらつきを補正する場合、信号線ＳＩＧの
信号レベルに応じて移動度のばらつきの補正に過不足が発生し、これにより画質が劣化す
る問題がある。
【００３０】
　すなわち図１８に示すように、白階調を表示する場合、信号線ＳＩＧの信号レベルはグ
レー階調を表示する場合に比して相対的に高い信号レベルに保持されることになり、グレ
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ー階調を表示する場合に比してソース電圧Ｖｓの上昇速度が速く、これにより期間ＴＷで
示すように、短い期間でトランジスタＴＲ２の移動度のばらつきを補正できることになる
。なおこの図１８では、符号Ｌ３及びＬ４でそれぞれ移動度が大きい場合及び小さい場合
のソース電圧Ｖｓの変化を示す。
【００３１】
　これに対してグレー階調を表示する場合、信号線ＳＩＧの信号レベルは白階調を表示す
場合に比して相対的に低い信号レベルに保持されることになり、白階調を表示する場合に
比してソース電圧Ｖｓの上昇速度が遅く、これにより期間ＴＧで示すように、トランジス
タＴＲ２の移動度のばらつきを補正するために必要な期間が長くなる。
【００３２】
　この問題を解決する１つの方法として、図９との対比により図１９に示すように、移動
度のばらつきを補正する期間Ｔμにおいて、所定の電圧Ｖｏｆｓ２を間に挟んで、信号線
ＳＩＧの信号レベルを固定電圧Ｖｏｆｓから発光輝度に対応する信号レベルＶｓｉｇに立
ち上げる方法が考えられる。なおこの固定電圧Ｖｏｆｓ２は、白階調を黒階調との間の中
間階調の信号レベルに設定される。なおこの図１９の構成では、しきい値のばらつきを補
正する期間Ｔｈ１、Ｔｈ２、Ｔｈ３においても、信号線ＳＩＧの信号波形は、移動度のば
らつきを補正する期間Ｔμと同一に設定され、これにより水平駆動回路の構成が簡略化さ
れる。
【００３３】
　このようにすると、図２０に示すように、白階調を表示する場合、図９の例による場合
に比して、トランジスタＴＲ２の移動度のばらつき補正に要する時間ｔ１を長くすること
ができる。なおこの図２０では、符号Ｌ９により図９の構成におけるソース電圧Ｖｓの変
化を示す。また図２０との対比により図２１に、図９の構成におけるソース電圧Ｖｓ、ゲ
ート電圧Ｖｇの変化を示す。
【００３４】
　また図２２に示すように、グレー階調を表示する場合、図９の例による場合に比して、
トランジスタＴＲ２の移動度のばらつき補正に要する時間ｔ２を短くすることができる。
なおこの図２２では、符号Ｌ９により図９の構成におけるソース電圧Ｖｓの変化を示す。
また図２２との対比により図２３に、図９の構成におけるソース電圧Ｖｓ、ゲート電圧Ｖ
ｇの変化を示す。
【００３５】
　これにより所定の電圧Ｖｏｆｓ２を間に挟んで、信号線ＳＩＧの信号レベルを固定電圧
Ｖｏｆｓから発光輝度に対応する信号レベルＶｓｉｇに立ち上げるようにして移動度のば
らつきを補正すれば、発光輝度が種々に異なる場合でも移動度のばらつきを適切に補正す
ることができる。
【００３６】
　しかしながらこの方法の場合、大画面の表示装置には直に適用できない問題がある。す
なわち図１９の方式による各画素２３の駆動では、電源用の駆動信号ＤＳにより電源を供
給していることから、図２４に示すように、この駆動信号ＤＳを供給する走査線ＳＣＮを
最も幅広の配線パターンにより形成し、またこの駆動信号ＤＳを供給する走査線ＳＣＮと
平行に、書込み信号ＷＳを伝送する走査線ＳＣＮが設けられる。またこれら走査線ＳＣＮ
と直交するように、信号線ＳＩＧが設けられる。
【００３７】
　これにより信号線ＳＩＧは、２つの走査線ＳＣＮとの間の静電容量ＣＡ、ＣＢと、配線
パターンの抵抗（図２４においては、抵抗のシンボルにより示す）とによる分布定数の伝
送路として機能し、図２５（Ａ）に示すように、駆動信号Ｓｓｉｇの入力端から遠ざかる
に従って駆動信号Ｓｓｉｇの信号波形がなまってしまう。なおこの図２５では、符号ＬＮ
及びＬＦにより駆動信号Ｓｓｉｇの入力端に近い側の信号波形、入力端から遠い側の信号
波形を示す。
【００３８】
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　その結果、中間階調の電圧Ｖｏｆｓ２から発光輝度に対応する信号レベルＶｓｉｇへの
立ち上がりにおいて、入力端から遠い側の画素２３では、駆動信号Ｓｓｉｇの入力端に近
い側の画素２３に比して、トランジスタＴＲ１のゲート電圧Ｖｇ及びソース電圧Ｖｓの立
ち上がりが遅れることになり（図２５（Ｂ）～（Ｄ））、結局、駆動信号Ｓｓｉｇの入力
端に近い側の画素２３と入力端から遠い側の画素２３との間で、移動度のばらつき補正に
過不足が発生することになる。これによりこの図１９の例ではシェーディングが発生する
問題がある。
【特許文献１】ＵＳＰ５，６８４，３６５号
【特許文献２】特開平８－２３４６８３号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【００３９】
  本発明は以上の点を考慮してなされたもので、発光輝度が種々に異なる場合でも、発光
素子を駆動するトランジスタにおける移動度のばらつきを適切に補正するようにして、移
動度のばらつき補正によるシェーディングの発生を有効に回避することができる表示装置
及び表示装置の駆動方法を提案しようとするものである。
【課題を解決するための手段】
【００４０】
　上記の課題を解決するため請求項１の発明は、画素をマトリックス状に配置して形成さ
れた表示部に対して、水平駆動回路及び垂直駆動回路により前記表示部の信号線及び走査
線に信号線用駆動信号及び書込み信号を出力することにより、前記表示部で所望の画像を
表示する表示装置に適用して、前記画素は、発光素子と、信号レベル保持用コンデンサと
、前記書込み信号によりオン動作して、前記信号レベル保持用コンデンサの端子電圧を前
記信号線の信号レベルに設定する書込み用のトランジスタと、前記信号レベル保持用コン
デンサの両端にゲート及びソースを接続し、前記信号レベル保持用コンデンサの端子間電
圧に応じて前記発光素子を駆動して発光させる駆動用のトランジスタとを有し、前記水平
駆動回路及び垂直駆動回路は、前記発光素子の発光を停止させる非発光期間において、前
記信号線用駆動信号の信号レベルを、前記発光素子の中間階調に対応する中間階調電圧、
前記駆動用のトランジスタをオフ動作させる固定電圧、前記発光素子を発光させる階調に
対応する階調電圧に順次設定し、前記信号線用駆動信号の信号レベルを前記中間階調電圧
に設定して一定の時間だけ経過すると、前記書込み信号により前記書込み用のトランジス
タをオン動作させ、前記信号レベル保持用コンデンサの一端の電圧を前記中間階調電圧に
設定すると共に、前記駆動用のトランジスタにより前記信号レベル保持用コンデンサの他
端を充電することにより、前記中間階調電圧により前記駆動用のトランジスタにおける移
動度のばらつきを補正し、前記信号線用駆動信号の信号レベルを前記階調電圧に設定して
一定の時間だけ経過すると、前記書込み信号により前記書込み用のトランジスタをオン動
作させ、前記信号レベル保持用コンデンサの一端の電圧を前記階調電圧に設定すると共に
、前記駆動用のトランジスタにより前記信号レベル保持用コンデンサの他端を充電するこ
とにより、前記階調電圧により前記駆動用のトランジスタにおける移動度のばらつきを補
正した後、前記書込み用トランジスタをオフ動作させる。
【００４１】
　また請求項４の発明は、画素をマトリックス状に配置して形成された表示部に対して、
水平駆動回路及び垂直駆動回路により前記表示部の信号線及び走査線に信号線用駆動信号
及び書込み信号を出力することにより、前記表示部で所望の画像を表示する表示装置の駆
動方法に適用して、前記画素は、発光素子と、信号レベル保持用コンデンサと、前記書込
み信号によりオン動作して、前記信号レベル保持用コンデンサの端子電圧を前記信号線の
信号レベルに設定する書込み用のトランジスタと、前記信号レベル保持用コンデンサの両
端にゲート及びソースを接続し、前記信号レベル保持用コンデンサの端子間電圧に応じて
前記発光素子を駆動して発光させる駆動用のトランジスタとを有し、前記駆動方法は、前
記発光素子の発光を停止させる非発光期間において、前記信号線用駆動信号の信号レベル
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を、前記発光素子の中間階調に対応する中間階調電圧、前記駆動用のトランジスタをオフ
動作させる固定電圧、前記発光素子を発光させる階調に対応する階調電圧に順次設定し、
前記信号線用駆動信号の信号レベルを前記中間階調電圧に設定して一定の時間だけ経過す
ると、前記書込み信号により前記書込み用のトランジスタをオン動作させ、前記信号レベ
ル保持用コンデンサの一端の電圧を前記中間階調電圧に設定すると共に、前記駆動用のト
ランジスタにより前記信号レベル保持用コンデンサの他端を充電することにより、前記中
間階調電圧により前記駆動用のトランジスタにおける移動度のばらつきを補正し、前記信
号線用駆動信号の信号レベルを前記階調電圧に設定して一定の時間だけ経過すると、前記
書込み信号により前記書込み用のトランジスタをオン動作させ、前記信号レベル保持用コ
ンデンサの一端の電圧を前記階調電圧に設定すると共に、前記駆動用のトランジスタによ
り前記信号レベル保持用コンデンサの他端を充電することにより、前記階調電圧により前
記駆動用のトランジスタにおける移動度のばらつきを補正した後、前記書込み用トランジ
スタをオフ動作させる。
【００４２】
　請求項１又は請求項４の構成により、中間階調電圧に設定して一定の時間だけ経過する
と、書込み信号により書込み用のトランジスタをオン動作させ、中間階調電圧により駆動
用のトランジスタにおける移動度のばらつきを補正すれば、信号線用駆動信号の入力端か
ら遠い側の画素において信号線用駆動信号の信号波形がなまっている場合でも、信号線用
駆動信号が十分な電圧に変化するのを待って、中間階調電圧により駆動用のトランジスタ
における移動度のばらつきを補正することができる。従って中間階調電圧による移動度の
ばらつきの補正に関して、信号線用駆動信号の入力端からの距離による過不足を防止する
ことができる。また信号線用駆動信号の信号レベルを階調電圧に設定して一定の時間だけ
経過すると、書込み信号により書込み用のトランジスタをオン動作させ、階調電圧により
駆動用のトランジスタにおける移動度のばらつきを補正すれば、信号線用駆動信号の入力
端から遠い側の画素において信号線用駆動信号の信号波形がなまっている場合でも、信号
線用駆動信号が十分な電圧に変化するのを待って、階調電圧により駆動用のトランジスタ
における移動度のばらつきを補正することができる。従って階調電圧による移動度のばら
つきの補正に関して、信号線用駆動信号の入力端からの距離による過不足を防止すること
ができる。また信号線用駆動信号の信号レベルを、中間階調電圧、駆動用のトランジスタ
をオフ動作させる固定電圧、階調電圧に順次設定すれば、中間階調電圧により駆動用のト
ランジスタにおける移動度のばらつきを補正した後、信号線用駆動信号が十分な電圧に変
化するのを待って、階調電圧により駆動用のトランジスタにおける移動度のばらつき補正
を開始するまでの間、中間階調電圧により駆動用のトランジスタにおける移動度のばらつ
き補正に影響を与えないようにすることができ、これにより発光輝度が種々に異なる場合
でも、発光素子を駆動するトランジスタにおける移動度のばらつきを適切に補正するよう
にして、移動度のばらつき補正によるシェーディングの発生を有効に回避することができ
る。
【発明の効果】
【００４３】
　本発明によれば、発光輝度が種々に異なる場合でも、発光素子を駆動するトランジスタ
における移動度のばらつきを適切に補正するようにして、移動度のばらつき補正によるシ
ェーディングの発生を有効に回避することができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００４４】
　以下、適宜図面を参照しながら本発明の実施例を詳述する。
【実施例１】
【００４５】
　（１）実施例の構成
　図２は、図１９との対比により本発明の実施例１の表示装置における各画素の駆動のタ
イミングを示すタイムチャートである。この実施例の表示装置は、水平駆動回路及び垂直
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駆動回路による非発光期間における各画素の駆動が異なる点を除いて、図１９について上
述した表示装置と同一に構成される。従って以下の説明においては、適宜、上述した有機
ＥＬ素子を用いた表示装置の構成を流用して説明する。
【００４６】
　ここでこの表示装置は、図２（Ｃ）に示すように、所定の１水平走査期間１Ｈが移動度
を補正する期間Ｔμに割り当てられ、１つの信号線ＳＩＧに接続された各画素におけるト
ランジスタＴＲ２の移動度のばらつきを順次補正する。ここでこの移動度を補正する期間
Ｔμにおいて、駆動信号Ｓｓｉｇは、それぞれ一定期間の間、最高発光輝度と最低発光気
輝度との間の中間階調に対応する中間階調電圧Ｖｏｆｓ２、トランジスタＴＲ２をオフ動
作させる固定電圧Ｖｏｆｓ、各画素２３の階調に対応する階調電圧Ｖｓｉｇに順次設定さ
れる。従って駆動信号Ｓｓｉｇは、この１水平走査期間における中間階調電圧Ｖｏｆｓ２
、固定電圧Ｖｏｆｓ、階調電圧Ｖｓｉｇによる信号レベルの切り換えが、順次繰り返され
る。
【００４７】
　この実施例では、移動度を補正する期間Ｔμの直前、３周期の水平走査期間において、
駆動信号ＤＳ（図２（Ｂ））が所定電圧Ｖｓｓに立ち下げられた後、信号レベル保持用コ
ンデンサＣ１の有機ＥＬ素子８側端がこの所定電圧Ｖｓｓに立ち下がるに十分な時間が経
過すると、駆動信号ＤＳが電源電圧Ｖｃｃに立ち上げられる。また駆動信号ＤＳが一旦、
所定電圧Ｖｓｓに立ち下げられた後、電源電圧Ｖｃｃに立ち上げられた状態で、駆動信号
Ｓｓｉｇが固定電位Ｖｏｆｓに設定されている期間の間、書込み信号ＷＳ（図２（Ａ））
が選択的に立ち上げられてトランジスタＴＲ１がオン状態に設定され、これにより書込み
信号ＷＳが立ち上げられている期間Ｔｔｈ１、Ｔｔｈ２、Ｔｔｈ３で、トランジスタＴＲ
２のしきい値電圧Ｖｔｈが信号レベル保持用コンデンサＣ１に設定されてトランジスタＴ
Ｒ２のしきい値電圧Ｖｔｈのばらつきが補正される（図２（Ｄ）及び（Ｅ））。なおこの
しきい値電圧のばらつき補正に関する駆動信号Ｓｓｉｇ、書込み信号ＷＳの関係について
は、図３に詳細に示す。
【００４８】
　これに対して移動度の補正期間Ｔμにおいては、図１に示すように、駆動信号ＤＳを電
源電圧Ｖｃｃに立ち上げた状態で、駆動信号Ｓｓｉｇの信号レベルを中間階調電圧Ｖｏｆ
ｓ２に立ち上げた後、所定時間Ｔ１だけ経過すると、書込み信号ＷＳが立ち上げられ、こ
れにより書込み信号ＷＳが立ち上がった後、駆動信号Ｓｓｉｇの信号レベルが固定電圧Ｖ
ｏｆｓに立ち下がるまでの間、中間階調によりトランジスタＴＲ２の移動度のばらつきが
補正される。
【００４９】
　ここでこの駆動信号Ｓｓｉｇの信号レベルを中間階調電圧Ｖｏｆｓ２に立ち上げた後、
書込み信号ＷＳを立ち上げるまでの時間Ｔ１は、駆動信号Ｓｓｉｇの入力端から最も離れ
た駆動信号Ｓｓｉｇの波形なまりが最も激しい画素において、この移動度の補正期間Ｔμ
の経過後、シェーディングを実用上十分に知覚困難な程度に、信号線ＳＩＧの信号レベル
が中間階調電圧Ｖｏｆｓ２に立ち上がるのに要する時間に設定される。これによりこの実
施例では、駆動信号Ｓｓｉｇの入力端側の画素と入力端から遠い画素とで、同一の条件で
、中間階調によりトランジスタＴＲ２の移動度のばらつきを補正する。
【００５０】
　続いて表示装置は、駆動信号Ｓｓｉｇの信号レベルが固定電圧Ｖｏｆｓに切り換えられ
る。この駆動信号Ｓｓｉｇの信号レベルが固定電圧Ｖｏｆｓの期間において、画素は、ト
ランジスタＴＲ２がオフ状態に設定され、これによりトランジスタＴＲ２は、中間階調に
よる移動度のばらつき補正で設定されたソース電圧に保持される。この実施例では、非発
光期間において、上述したように固定電位Ｖｏｆｓを用いてトランジスタＴＲ２における
しきい値電圧のばらつきを補正し、これにより移動度の補正期間Ｔμの開始時点において
、トランジスタＴＲ２のソース電圧Ｖｓは電圧Ｖｏｆｓ－Ｖｔｈに設定されており、その
後、中間階調による移動度のばらつき補正により、トランジスタＴＲ２のソース電圧が上



(12) JP 2009-103772 A 2009.5.14

10

20

30

40

50

昇していることから、駆動信号Ｓｓｉｇを固定電位Ｖｏｆｓに設定して、トランジスタＴ
Ｒ２をカットオフさせることができる。なおこれによりトランジスタＴＲ２をオフ動作さ
せる固定電位は、固定電位Ｖｏｆｓに限らず、例えば固定電位Ｖｏｆｓ以下の電圧、固定
電位Ｖｏｆｓ以上の電圧をも適用することができる。
【００５１】
　さらに表示装置では、駆動信号Ｓｓｉｇを固定電圧Ｖｏｆｓに設定する際の信号波形を
鈍らせて信号線ＳＩＧに出力する。ここでこの信号波形を鈍らせる処理は、信号線ＳＩＧ
の伝搬により劣化する高域成分を事前に除去して、信号線Ｓｓｉｇの入力端に近い側の画
素と入力端から遠い側の画素とで、駆動信号Ｓｓｉｇを固定電圧Ｖｏｆｓに立ち下げる際
の信号波形がほぼ同一となるように設定する処理である。表示装置は、例えば駆動信号Ｓ
ｓｉｇを電圧Ｖｏｆｓ２に設定した後、信号線ＳＩＧの供給路にローパスフィルタを介挿
し、その後、駆動信号Ｓｓｉｇを固定電圧Ｖｏｆｓに立ち下げ、これにより駆動信号Ｓｓ
ｉｇを固定電圧Ｖｏｆｓに立ち下げる際の信号波形を鈍らせる。
【００５２】
　続いてこの表示装置では、駆動信号Ｓｓｉｇを固定電圧Ｖｏｆｓから階調電圧Ｖｓｉｇ
に立ち上げた後、所定時間Ｔ２だけ経過すると、書込み信号ＷＳが一定の期間だけ立ち上
げられ、これにより書込み信号ＷＳが立ち上がっている期間の間、最終的に階調電圧によ
りトランジスタＴＲ２の移動度のばらつきが補正される。
【００５３】
　ここでこの駆動信号Ｓｓｉｇを階調電圧Ｖｓｉｇに設定した後、書込み信号ＷＳを立ち
上げるまでの時間Ｔ２にあっても、駆動信号Ｓｓｉｇの入力端から最も離れた駆動信号Ｓ
ｓｉｇの波形なまりが最も激しい画素において、この移動度の補正期間Ｔμの経過後、シ
ェーディングを実用上十分に知覚困難な程度に、信号線ＳＩＧの信号レベルが階調電圧Ｖ
ｓｉｇに立ち上がるのに要する時間に設定される。これによりこの実施例では、駆動信号
Ｓｓｉｇの入力端側の画素と入力端から遠い画素とで、同一の条件で、最終的にトランジ
スタＴＲ２の移動度のばらつきを補正する。
【００５４】
  （２）実施例の動作
　以上の構成において、この実施例の表示装置では（図８～図１６参照）、水平駆動回路
及び垂直駆動回路による信号線ＳＩＧ及び走査線ＳＣＮの駆動により順次ライン単位で表
示部２２の画素２３に信号線ＳＩＧの信号レベルＶｓｉｇが設定されると共に、この設定
された信号レベルＶｓｉｇにより各画素２３の有機ＥＬ素子８が発光し、所望の画像が表
示部２２で表示される。
【００５５】
　すなわちこの表示装置では、非発光期間において、この信号レベル保持用コンデンサＣ
１の一端が信号線ＳＩＧの信号レベルＶｓｉｇにセットされ、発光期間において、この信
号レベル保持用コンデンサＣ１の端子間電圧によるゲートソース間電圧Ｖｇｓによって、
トランジスタＴＲ２により有機ＥＬ素子８が駆動される。これによりこの表示装置では、
信号線ＳＩＧの信号レベルＶｓｉｇに応じた発光輝度で各画素２３の有機ＥＬ素子８が発
光する。
【００５６】
　表示装置では、この非発光期間において、始めに信号レベル保持用コンデンサＣ１の両
端電圧が所定の固定電圧Ｖｏｆｓ及びＶｓｓに設定された後、有機ＥＬ素子８を駆動する
トランジスタＴＲ２を介した放電により、信号レベル保持用コンデンサＣ１にトランジス
タＴＲ２のしきい値電圧Ｖｔｈが設定され（図２、期間Ｔｔｈ１、Ｔｔｈ２、Ｔｔｈ３）
、これによりトランジスタＴＲ２のしきい値電圧Ｖｔｈのばらつきによる発光輝度のばら
つきが補正される。
【００５７】
　またその後、書込み信号ＷＳによりトランジスタＴＲ１をオン状態に設定して、信号レ
ベル保持用コンデンサＣ１の信号線ＳＩＧ側端を信号線ＳＩＧに接続した状態で、トラン
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ジスタＴＲ２をオン動作させて信号レベル保持用コンデンサＣ１の他端を充電し（図２、
期間Ｔμ）、これによりトランジスタＴＲ２の移動度のばらつきによる発光輝度のばらつ
きが補正される。
【００５８】
　表示装置は、この移動度のばらつき補正後に、書込み信号ＷＳによってトランジスタＴ
Ｒ１がオフ状態に動作を切り換え、これにより信号レベル保持用コンデンサＣ１に信号線
ＳＩＧの信号レベルＶｓｉｇがサンプルホールドされ、有機ＥＬ素子８の発光輝度が設定
される。
【００５９】
　しかしながら単に画素の階調を示す階調電圧Ｖｓｉｇを信号線ＳＩＧに設定してトラン
ジスタＴＲ２の移動度のばらつきを補正する場合、発光輝度が高い場合には、移動度のば
らつき補正に要する時間が短くなるのに対し、発光輝度が低い場合には、移動度のばらつ
き補正に要する時間が長くなり、これにより一定時間による移動度のばらつき補正では、
発光輝度に応じて移動度のばらつき補正に過不足が発生し、画質が劣化することになる（
図１８）。
【００６０】
　そこでこの実施例では、始めに、最高発光輝度と最低発光輝度との中間の中間階調に対
応する中間階調電圧Ｖｏｆｓ２により移動度のばらつきを補正した後、最終的な設定に係
る階調電圧Ｖｓｉｇにより移動度のばらつきを補正し（図２、図１９～図２３参照）、こ
れにより発光輝度に応じた移動度のばらつき補正の過不足を防止して画質の劣化を防止す
る。
【００６１】
　しかしながら単に中間階調電圧Ｖｏｆｓ２、階調電圧Ｖｓｉｇの連続によりトランジス
タＴＲ２の移動度をばらつき補正する場合、駆動信号Ｓｓｉｇの入力端から離れた画素程
、駆動信号Ｓｓｉｇの波形なまりが激しくなることにより、移動度のばらつき補正に時間
を要することになり（図２４、図２５）、その結果、駆動信号Ｓｓｉｇの入力端からの距
離に応じて移動度のばらつき補正に過不足が発生し、表示画面にシェーディングが発生す
ることになる。
【００６２】
　そこでこの実施例では、中間階調電圧Ｖｏｆｓ２による移動度のばらつき補正と、各画
素の階調電圧Ｖｓｉｇによる移動度のばらつき補正とで、それぞれ駆動信号Ｓｓｉｇの信
号レベルを切り換えた後、一定時間Ｔ１、Ｔ２だけ経過して、駆動信号Ｓｓｉｇの入力端
から遠い画素でも十分に駆動信号Ｓｓｉｇの信号レベルが中間階調電圧Ｖｏｆｓ２、階調
電圧Ｖｓｉｇに変化すると、それぞれ中間階調による移動度のばらつき補正、最終的な階
調電圧による移動度のばらつき補正を開始する（図１）。
【００６３】
　また駆動信号Ｓｓｉｇにおいて、これら中間階調電圧Ｖｏｆｓ２、階調電圧Ｖｓｉｇの
間に、トランジスタＴＲ２をオフ動作させる固定電圧Ｖｏｆｓを設け、この固定電圧Ｖｏ
ｆｓへの立ち下がりにより中間階調による移動度のばらつき補正を終了させ、その後、こ
の中間階調による移動度のばらつき補正により設定されたトランジスタＴＲ２のソース電
圧Ｖｓを保持するようにし、これにより駆動信号Ｓｓｉｇの信号レベルを切り換えた後、
一定時間Ｔ２だけ経過して最終的な階調電圧による移動度のばらつき補正を実行する場合
であっても、移動度のばらつき補正へのこの一定時間Ｔ２による影響を防止する。
【００６４】
　これによりこの実施例では、発光輝度が種々に異なる場合でも、発光素子を駆動するト
ランジスタにおける移動度のばらつきを適切に補正するようにして、移動度のばらつき補
正によるシェーディングの発生を有効に回避することができる。
【００６５】
　ところでこのように中間階調電圧Ｖｏｆｓ２、階調電圧Ｖｓｉｇに駆動信号Ｓｓｉｇの
信号レベルを切り換えた後、一定の時間Ｔ１、Ｔ２だけ経過して書込み用のトランジスタ



(14) JP 2009-103772 A 2009.5.14

10

20

30

40

50

をオン動作させて移動度のばらつきを補正する場合、駆動信号Ｖｓｉｇの信号レベルを中
間階調電圧Ｖｏｆｓ２に設定する際の波形なまり、駆動信号Ｖｓｉｇの信号レベルを階調
電圧Ｖｏｆｓに設定する際の波形なまりの移動度補正への影響については、有効に回避す
ることができる。
【００６６】
　しかしながら駆動信号Ｖｓｉｇの信号レベルを中間階調電圧Ｖｏｆｓ２から電圧Ｖｏｆ
ｓに立ち下げてトランジスタＴＲ２をオフ動作させる際には、波形なまりの影響により、
信号線Ｓｓｉｇの入力端に近い側の画素と入力端から遠い側の画素とで、トランジスタＴ
Ｒ２がオフ動作するタイミングが変化し、これにより信号線Ｓｓｉｇの入力端に近い側の
画素と入力端から遠い側の画素とで、移動度のばらつき補正に過不足が生じることになる
。
【００６７】
　そこでこの実施例では、信号線Ｓｓｉｇの入力端に近い側の画素と入力端から遠い側の
画素とで、駆動信号Ｓｓｉｇを固定電位Ｖｏｆｓに立ち下げる際の信号波形がほぼ同一と
なるように、信号線ＳＩＧの伝搬により劣化する高域成分が事前に除去されて駆動信号Ｓ
ｓｉｇの信号波形がなまるように設定され、この駆動信号Ｓｓｉｇが信号線ＳＩＧに供給
される。
【００６８】
　これによりこの表示装置では、この駆動信号Ｓｓｉｇの信号レベルを中間階調電圧Ｖｏ
ｆｓ２から電圧Ｖｏｆｓに立ち下げてトランジスタＴＲ２をオフ動作させる場合について
、信号線Ｓｓｉｇの入力端に近い側の画素と入力端から遠い側の画素とで、ほぼ同一のタ
イミングでオフ動作させることができ、これにより一段と確実に、移動度のばらつき補正
によるシェーディングの発生を回避することができる。
【００６９】
　（３）実施例の効果
　以上の構成によれば、中間階調に対応する中間階調電圧、駆動用のトランジスタをオフ
動作させる固定電圧、画素の階調を指示する階調電圧に順次信号線の信号レベルを切り換
えるようにして、中間階調電圧、階調電圧に切り換えた後、一定の時間だけ経過して書込
み用のトランジスタをオン動作させて移動度のばらつきを補正することにより、発光輝度
が種々に異なる場合でも、駆動用のトランジスタにおける移動度のばらつきを適切に補正
するようにして、移動度のばらつき補正によるシェーディングの発生を有効に回避するこ
とができる。
【００７０】
　またさらにこの駆動信号の信号レベルを立ち下げてトランジスタをオフ動作させる際の
駆動信号の信号波形をなまらせることにより、一段と確実に、移動度のばらつき補正によ
るシェーディングの発生を回避することができる。
【実施例２】
【００７１】
　なお上述の実施例では、駆動信号Ｓｓｉｇの信号レベルを中間階調電圧Ｖｏｆｓ２から
電圧Ｖｏｆｓに立ち下げる場合にのみ、駆動信号Ｓｓｉｈの信号波形をなまらせる場合に
ついて述べたが、本発明はこれに限らず、駆動信号Ｓｓｉｇの全ての信号レベルの切り換
わりで、駆動信号Ｓｓｉｇの信号波形を鈍らせるようにしてもよい。
【００７２】
　また上述の実施例では、１系統の駆動信号Ｓｓｉｇにより１つの信号線ＳＩＧを駆動す
る場合について述べたが、本発明はこれに限らず、１系統の駆動信号Ｓｓｉｇにより複数
の信号線を時分割で駆動する場合にも広く適用することができる。
【００７３】
　また上述の実施例では、発光素子に有機ＥＬ素子を使用する場合について述べたが、本
発明はこれに限らず、電流駆動型の各種発光素子を使用する場合に広く適用することがで
きる。
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【産業上の利用可能性】
【００７４】
　本発明は、例えばポリシリコンＴＦＴを用いた有機ＥＬ素子によるアクティブマトリッ
クス型の表示装置に適用することができる。
【図面の簡単な説明】
【００７５】
【図１】本発明の実施例１の表示装置における各画素の駆動の説明に供するタイムチャー
トである。
【図２】図１のタイムチャートによるしきい値電圧の補正の説明に供するタイムチャート
である。
【図３】図１のタイムチャートによる移動度のばらつき補正の説明に供するタイムチャー
トである。
【図４】従来の表示装置を示すブロック図である。
【図５】図３の表示装置を詳細に示すブロック図である。
【図６】有機ＥＬ素子の経時変化を示す特性曲線図である。
【図７】図５の構成にＮチャンネル型トランジスタを使用した場合を示すブロック図であ
る。
【図８】Ｎチャンネル型トランジスタを用いて考えられる表示装置を示すブロック図であ
る。
【図９】図８の表示装置のタイムチャートである。
【図１０】図９の発光期間における画素の設定を示す接続図である。
【図１１】図１０の続きを示す接続図である。
【図１２】図１１の続きを示す接続図である。
【図１３】図１２の続きを示す接続図である。
【図１４】しきい値電圧の補正の説明に供する特性曲線図である。
【図１５】図１３の続きを示す接続図である。
【図１６】図１５の続きを示す接続図である。
【図１７】移動度の補正の説明に供する特性曲線図である。
【図１８】移動度のばらつきの補正に要する時間の説明に供する特性曲線図である。
【図１９】中間階調の電圧を使用した移動度のばらつきの補正に係るタイムチャートであ
る。
【図２０】白階調を表示する場合の中間階調の電圧を使用した移動度のばらつきの補正の
説明に供する信号波形図である。
【図２１】図２０との対比により中間階調の電圧を使用しない場合の移動度のばらつきの
補正の説明に供する信号波形図である。
【図２２】グレー階調を表示する場合の中間階調の電圧を使用した移動度のばらつきの補
正の説明に供する信号波形図である。
【図２３】図２２との対比により中間階調の電圧を使用しない場合の移動度のばらつきの
補正の説明に供する信号波形図である。
【図２４】画素の構成を示す略線図である。
【図２５】駆動信号の波形なまりの説明に供するタイムチャートである。
【符号の説明】
【００７６】
　１、１１、２１……表示装置、２、１２、２２……表示部、３、１３、２３……画素、
４、２４……垂直駆動回路、４４、２４Ａ……ライトスキャン回路、５、２５……水平駆
動回路、５４、２５Ａ……水平セレクタ
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体管截止的固定电压Vofs以及指示像素的灰度的灰度电压Vsig。 在通过
切换切换到半色调电压Vofs2和灰度电压Vsig之后，在经过固定时间T1和
T2之后，写入晶体管（WS）导通以校正迁移率的变化。 。 [选型图]图1
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